ミケランジェロ《ユリウス2世墓碑》の第二次契約書(本契約および仕様書) by 友岡 真秀
Aspects of Problems in Western Art History, vol.9, 2011
87






































































Aspects of Problems in Western Art History, vol.9, 2011
89













































































































































































1 レオナルド・グロッソ・デッラ・ローヴェレ（Leonardo Grosso della Rovere, 1464-1520）は 1487年 12月 9日、フランス南西部に
位置するアジャン（アジネンシス教区）の司教に任命された。1505年 12月 1日には枢機卿位に就き、名義教会で司祭枢機卿を
務め、1517年 3月 9日には、後に《ユリウス 2世墓碑》が安置されることになるローマのサン・ピエトロ・イン・ヴィンコリ聖堂の
司祭枢機卿に任命されている。1513年 2月 21日にユリウス 2世が歿したことを受け、デッラ・ローヴェレ家のレオナルドが当該墓
碑制作の相続者となった。
2 ロレンツォ・プッチ（Lorenzo Pucci, 1458-1531）は本来ピサ大学で法学の教佃をとっていたが、聖職者になり、1509年にはピス






4 1パルミは約 22cmで換算される。すなわち第二次契約書にミケランジェロが記した墓碑の大きさは、幅 440 cm、高さ308cmとなる。
5 当該墓碑をめぐる 6度の契約は、1505, 1513, 1516, 1524-25, 1532, 1542年に交わされた。




第二版においては情報の修正・増補がなされている。 Giorgio VASARI (a cura di Rosanna Bettarini e Paola Barocchi), Le Vite de’ 
più eccellenti pittori, sculptori, e architettori, nelle redazioni del 1550 e 1568, VI, Firenze, 1966, pp. 25-30; Ascanio CONDIVI (a 
cura di Giovanni Nencioni con saggi di Michael Hirst e Catherine Elam), Vita di Michelangelo Buonarroti (1553), Firenze, 1998, pp. 
22-26, 46-49.
7 最初期の構想における彫像数について、伝記では、コンディヴィが 40体以上と記しているのに対して、ヴァザーリ（第二版）は




頂部に置く棺の形態である。 Erwin PANOFSKY, “The First Two Projects of Michelangelo’s Tomb of Julius II”, in The Art Bulletin, 
vol. 19, No. 4, Dec. 1937, p. 563.
9 ニューヨークのメトロポリタン美術館所蔵の素描は墓碑全図を示している点で貴重であり、ハ スートはミケランジェロによる真筆と
する見解を示した（Michael HIRST, “A Project of Michelangelo’s for the Tomb of Julius II”, in Master Drawings 14, no. 4, 1976, pp. 
375-82）。しかし現在本素描をミケランジェロの手に帰すことは、主として筆致の特徴の相違を指摘することによって否定されている。
本素描が公開されたアルベルティー ナ美術館での最新の展覧会カタログ（Achim GNANN, MICHELANGELO; The Drawing of a 
Genius, Vienna, 2010）では、ミケランジェロ周辺の製図工による作とする説（Horst BREDEKAMP, “Ende (1545) und Anfang (1505) 
von Michelangelos Juliusgrab: Freigrab oder Wandgrab”, in Totenkult und Wille zur Macht: die unruhigen Ruhestätten der Päpste in 
St. Peter, Darmstadt, 2004, pp. 61-83）を採っている。またその制作時期については、ハ スートが本素描の下部構造に設けられたニッ
チ内の女性像を「信仰」および「慈悲」と見なし、これが第二次契約内容と矛盾するために、1513年以前のものであるとした（更
にハ スートはヤコモの素描を第二次契約に先立つ代替案であるとの見解に立っており、本素描をそれに先立つ作としている）。一方、
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アルベルティー ナ美術館のカタログでは、建築構造の特質、システィー ナ礼拝堂天井画と類縁関係にあるモティー フ、ルーヴル美
術館所蔵の当該墓碑を示す素描 （本稿では④>¿J@として提示した。当カタログではこれを第二次契約に関連するミケランジェ
ロによる真作と見なしている。）との親近性を指摘した上で、1512-13年に同定している。
10 契約書に記載された通り、突出部すなわち下部構造の寸法は高さ14パルミ（308 cm）であり、幅については正面で 20パルミ （440 
cm）であるのに対して、側面ではその倍近い 35パルミ（770 cm）を誇るものである。
11 トルナイは、第二次契約の時点でユリウス 2世の相続者の意向によって聖母子像の挿入が決定されたと見なしている。 Charles de 
TOLNAY, MICHELANGELO, vol. IV; The Tomb of Julius II, Princeton, 1954, p. 32.
12 下部構造をめぐるヴァザーリとコンディヴィの記述が、ヤコモらの素描群と形態の類似を見せていることを根拠として、先行研究で
は第一次計画案の下部構造と上部基壇は第二次計画案に引き継がれたと見なし、これらの素描群が第一次計画案の再構成に直




いては第三次契約書に記載されている。 Gaetano MILANESI, Le Lettere di Michelangelo Buonarroti, Firenze, 1875 (reprint 2010) 
pp. 644-651.
14 1525年 9月 4日付、ミケランジェロからフランチェスコ・ファットゥッチ宛の書簡には次の文面が記されている。“Del fare decta 
sepulture di Iulio al muro, chome quelle di Pio, mi piace, e è chossa più bervie che i’ nessuno alttro modo.” in Paola BAROCCHI, Il 




がより多く入っているとされるが、その他の彫像群については弟子の手に委ねられた。 TOLNAY, op. cit., pp. 121-128.
16 CONDIVI, op. cit., p. 47.
17第一次計画案の再構成をめぐる議論については、パノフスキーおよびトルナイが今なお主軸となっている。 PANOFSKY, op. cit., 
pp. 561-579; TOLNAY, op. cit..
18ヴァザーリおよびコンディヴィによる各伝記には、最初期の計画案について言及する中で、《モーセ》の存在が明示されている。そ
れによればこの彫像は、上部構造の基壇の四隅に安置される巨大坐像群のうちの一体として構想されていた。 VASARI, op. cit., 
pp. 27-29; CONDIVI, op. cit., pp. 24-25.
19奴隷群像のモティ フーは最初期の計画案において墓碑の下部構造にめぐらされたピラスターの手前に配す構想がとられていた。実
際に着手されたものは 6体であり、そのうちルーヴル美術館の 2体は、1513年の第二次計画案を受けて制作されたことがミケラ
ンジェロによる書簡 （MILANESI, op. cit., Firenze, p. 391）から推察されている。これら 2体は第五次契約時点でローマに移送さ
れたと考えられ（TOLNAY, op. cit., p. 55）、第六次契約が結ばれる直前にはこれらを正面の二つの壁龕に安置する案も浮上してい
たことが書簡から推察される (MILANESI, op. cit., p. 486)。 一方アカデミア美術館所蔵の 4体もまた、最初期の計画案において
は先の 2体と同グループをなす奴隷のモティー フとして構想されたが、これらは先の 2体よりも遅れて着手されたと見られる。トル
ナイは第五次計画案において正面の 4本のピラスターのための彫像としてこの 4体を挙げている。 TOLNAY, op. cit., pp. 60-61.
20 August SCHMARSOW, “Ein Entwurf Michelangelos zum Grambal Julius II”, in Jahrbuch der Königlich Preussischen Kunstsamm-
lungen 5, 1884, pp. 63-77.





よりも大きな彫像」の挿入は見込めない点である。 PANOFSKY, op. cit., pp. 566-567.
23 パノフスキーによる原文では “......while the upper zone [中略 ]LVVLPSOL¿HGDQGSRZHUIXOVRDVWRFUXVKHYHU\WKLQJEHQHDWKLW´と記
述されている。 PANOFSKY, op. cit., p. 567.
24 1513年 7月 9日、ミケランジェロと石工アントニオ・ダ・ポンタッシエーヴェによる《ユリウス 2世墓碑》をめぐる副次契約書を指す。
当該墓碑の寸法が記載された該当箇所を以下に抄訳する。
　 「この作品 〔ユリウス 2世墓碑〕には前方への突出面があり、素描が示す通り、それは幅 30パルミ程度、高さ17パルミである。」（原







について、実際には 1513年 3月の第二次契約から同年 7月の副次契約の間ではなく、ヤコモの素描制作時期から木製模型の制
作時期（すなわち第二次契約以前の一定期間）になされた変更であると位置づけた。PANOFSKY, op. cit., p. 566, note 16.
27 シャルル・ド・トルナイは、オックスフォ ドーのフォリオに描かれた奴隷 6体を、それぞれ対をなす造形を示す 2体 1対として 3グルー
プに分けることで配置案を提示している。TOLNAY, op. cit., pp. 34-35.
28 1513-14年に制作された下部構造の建築体は、幅 30×高さ 16パルミである。これは 7月の副次契約に記された幅 30×高さ 17パ
ルミと、ほぼ同寸と見なしうる。
29 下部構造の高さと幅を比率換算すると、7月の副次契約では 1 : 1.76、ヤコモの素描では 1 : 1.68であり、ほぼ同寸と考えられる（比
率値はアルベルティー ナ美術館カタログによる）。Carmen C. BAMBACH, “Giacomo Rocchetti (or Rocca), Copy after Michelange-
lo’s Draft for the Tomb of Pope Julius II in the Kupferstichkabinett, Berlin”, in GNANN, op. cit., p. 168.
30 TOLNAY, op. cit., p. 32.
［図版出典］
figs.1-3  Achim GNANN, MICHELANGELO; The Drawing of a Genius, Vienna, 2010 / ¿Jシャルル・ド･トルナイ『ミケランジェロ
素描全集 1』摩寿意善郎日本語版監修、講談社、1978
